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紗
々
と
し
た
大
古
の
姿
、
争
乱
に
明
け
暮
れ
た
吉
野
朝
時
代
と
山
岳
武
士
、
藩
政
に
お
け
る
百
姓
の
生
活
、
こ
れ
に
ふ
れ
て
み
た
い
と

念
じ
た
も
の
は
決
し
て
私
一
人
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
大
豊
の
地
に
生
れ
、
そ
し
て
こ
の
地
に
還
る
者
の
偽
ら
ざ
る
心
情
で
は
な
い
で

迫
る
よ
う
な
自
然
の
中
で
山
を
拓
き
、
斜
面
に
へ
ば
り
つ
い
た
生
活
は
大
豊
の
住
民
一
人
一
人
の
表
情
に
、
性
格
に
、
行
為
に
、
四
国

山
脈
の
脊
梁
山
脈
と
対
時
し
て
来
た
一
千
数
百
年
の
歴
史
か
ら
生
れ
た
一
種
の
厳
し
さ
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
厳
し
さ
は
今
尚
一
万

三
千
人
の
大
豊
町
民
に
引
つ
が
れ
、
更
に
子
孫
に
伝
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
大
豊
の
地
に
人
口
が
急
激
に
増
加
し
、
山
峡
に
人
々
の
声
が
こ
だ
ま
し
、
開
拓
が
進
ん
だ
の
は
山
内
氏
治
政
に
入
っ
て
以
後

で
あ
り
ま
す
。
幾
百
年
も
山
間
の
き
び
し
い
条
件
の
中
で
生
き
抜
い
て
来
た
兵
は
強
く
、
一
領
具
足
と
呼
ば
れ
た
兵
農
分
離
以
前
の
武
士

が
山
内
氏
入
国
に
示
し
た
強
い
反
抗
は
充
分
に
新
国
主
山
内
氏
を
驚
樗
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
為
山
内
氏
は
巧
妙
な
懐
柔
策

と
威
圧
を
以
っ
て
彼
等
に
臨
み
、
そ
の
所
産
と
し
て
生
れ
た
の
が
新
田
開
発
と
郷
士
制
度
の
採
用
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
大
豊
の
地
に
郷
士
職
が
定
着
す
る
と
共
に
耕
地
、
人
口
が
急
速
に
増
加
し
ま
し
た
。
長
宗
我
部
時
代
僅
か
三
千
六
百
石
、
人

口
四
、
五
○
○
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
百
五
十
年
後
の
江
戸
中
期
に
は
一
万
二
千
二
百
石
、
人
口
一
万
三
千
余
人
に
達
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
長
い
歴
史
を
通
じ
て
み
じ
め
な
の
は
百
姓
の
生
活
で
あ
り
ま
し
た
。
一
領
具
足
の
者
達
は
郷
士
と
し
て
在
郷
地
主
と
な
り
一
応

安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
百
姓
達
は
御
蔵
米
や
知
行
主
へ
の
上
納
米
を
稼
ぐ
一
道
具
と
し
て
遇
せ
ら
れ
た

に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
の
常
識
か
ら
は
想
像
も
で
き
ぬ
生
活
が
彼
等
に
強
要
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
に
堪
え
ぬ
ぎ
、
生

き
抜
い
て
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
日
の
大
豊
の
地
が
あ
り
、
私
達
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
不
滅
の
生
命
力
、
そ
れ
は
そ
の
侭
私
達

し
ょ
浜
ノ
か
。

あ
と
が
き
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に
承
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
た
い
の
で
す
。

さ
て
大
豊
の
文
化
の
第
一
は
丞
頚
文
化
の
伝
来
で
あ
り
ま
す
。
一
千
二
百
年
の
古
、
京
師
の
亜
頚
が
大
豊
の
地
に
配
流
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
と
し
て
大
豊
の
地
は
、
こ
の
時
代
創
建
さ
れ
た
豊
楽
寺
、
定
福
寺
と
共
に
仏
教
文
化
の
恩
恵
に
浴
し
、
急
速
な
農
耕
技
術
の
発
展
を

も
た
ら
し
た
と
云
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
事
に
つ
い
て
故
西
村
自
登
先
生
は
多
く
の
考
証
を
挙
げ
、
大
胆
に
こ
れ
を
肯
定
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
は
平
家
の
落
人
に
よ
る
京
都
文
化
の
流
入
で
あ
り
ま
す
。
口
碑
、
伝
説
と
は
云
い
条
、
今
尚
残
る
平
家
文
化
の
伝
承
を
私
共
は
大

切
に
し
た
い
の
で
す
。
そ
れ
は
と
も
角
、
大
豊
の
文
化
は
国
府
文
化
と
は
直
接
の
関
連
は
な
く
、
亜
頚
文
化
、
平
家
の
落
人
に
よ
る
京
師

文
化
の
直
接
影
響
を
う
け
た
と
謂
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
方
言
に
風
習
に
、
王
朝
時
代
の
遺
風
尚
残
り
、
中
村
文
化
の
栄
え
た
幡
多

地
方
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
後
七
百
年
、
阿
波
小
笠
原
氏
の
入
士
以
来
そ
の
領
地
と
し
て
、
長
宗
我
部
、
山
内
氏
と
主
は
変
れ
ど
も
一
般
百
姓
に
は
何

等
進
展
も
な
く
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

本
編
は
故
西
村
自
登
先
生
の
遺
稿
に
よ
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
歴
史
に
加
え
、
下
積
み
の
生
活
に
甘
ん
じ
て
雑
草
の
如
く
今
日
に
生
き

抜
い
て
来
た
た
く
ま
し
い
庶
民
の
生
活
、
そ
れ
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
る
べ
く
努
力
し
た
結
集
で
あ
り
ま
す
。

勿
論
そ
の
意
と
す
る
所
を
充
分
あ
ら
わ
し
得
な
か
っ
た
事
は
私
共
非
才
の
故
で
あ
る
こ
と
を
御
許
し
願
い
、
改
め
て
こ
の
町
史
が
未
来

に
つ
づ
く
大
豊
の
発
展
の
た
め
に
何
等
か
の
糧
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
止
承
ま
せ
ん
。

編
纂
に
あ
た
り
諸
家
の
著
書
、
資
料
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
先
輩
、
知
己
の
御
指
導
御
助
言
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
誌
上
を
か
り
衷
心

よ
り
感
謝
と
敬
意
の
念
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
三
月

町
史
編
纂
委
員
会

事
務
局
長
渡
辺
盛
男
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長
宗
我
部
元
親
（
山
本
大
著
）

高
知
県
の
歴
史
（
市
民
新
書
）

東
豊
永
小
史
（
松
高
明
輝
著
）

高
知
県
農
地
改
革
史
（
高
知
県
）

奈
半
利
町
史
（
同
奈
半
利
町
）

南
路
志

長
宗
我
部
地
検
帳

高
知
県
史
（
高
知
県
）

嶺
北
史
蹟
（
豊
永
雄
喜
他
著
）

安
田
文
化
史
（
安
芸
郡
安
田
町
）

土
佐
農
民
一
摸
史
考
（
平
尾
道
雄
著
）

土
佐
物
語

西
峰
三
谷
家
古
文
書
（
県
立
図
書
館
）

天
坪
村
史
（
溝
淵
忠
宏
著
）

土
佐
藩

土
佐
美
術
史
（
山
本
淳
著
）

四
国
資
料
集
（
人
物
往
来
社
編
）

四
国
山
脈
（
毎
日
新
聞
社
）

日
本
の
歴
史
（
読
売
新
聞
社
）

０

参
考
並
に
引
用
文
献
資
料

（
平
尾
道
雄
著
）
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高
知
県
の
文
化
財
（
前
田
和
男
箸
）

西
峰
の
流
れ
（
山
本
駿
次
郎
箸
）

三
名
村
史
（
徳
島
県
山
城
町
）
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